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快走•快汗、立川人 

最近、ランナーたちに知られてきた立川マラソン0 
多摩地区をはじめ、13県からの出*者で賑わった。 
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月刊 • えくてびあ Aril/ll と S ろう • GMI に生きよう 


通巻45号 


この^込線は，昭和一九年のご 
c に数没されたもので•曙町一二丁 
目の粁沢路切を iA ぎた辺りから中 
央線と別れ•北へ向つて大きく弧 
を描き•栄町を R いて「立*」へ 
至る約11!キ0の単棟である" 

途中、进幅の広ぃ道路を檳浙す 
る時は，道路の手前で lp-ff 牢し* 
後 na 車に W んである口—ブを道路 


1:家のひとりとして•塊 ft にその 
«笨を揮ぅ美人¢1の®一人者离下 
S 紀氏は語る。 

-1 小さいころよ く： めんこ*や 
，羽根突き*をしましてね•その 
中に描いてある浮世絵風の告なが 
らの絵に魅せられ•よくまねをし 
，て描いていたものです•その頃の 
思いいれが今こぅして茗つている 
のかも知れませんね」と•昔を思い 
出しながら語つてくれた •日本 幽 
を描さつづけてこられたあいだに 
は，斯 W 1， 本、 Jit 达などの*:絵も 
多く描かれておられた • 

また 、「s く.*# I 館」通當$良で 
もあり広く^^地域の文化向上に 
も努めておられる宮 - F 氏である。 


に®って 遮断 K の ft リにした • ft 
卓の！： e 後^ か ra 切を 通 ia すると • 
再び f ? 单 • D — ブを撤収して 発申 
するといぅ光珙が a られた。 «通 
SL のそれ 程 多くない，おだやかな 
時 ft であったればこその 站 しで あ 
る* 

ある時、砂利を i»tt した » 串が、 
引込探に入って |«| もなく •脱線し 
た"この知らせを W いた高田 駅 fi 
<i •手すきの 職 ft を fe め•手に手 
にスコッブを持ち、 入携 用の 柵|« 
卑を11! って 規裼 に fi.fr、 & 旧に当 
r た A 全 M 汗だくになりながらも， 
ょぅやく «旧。「めでたし•めでた 
し」と • tt 卓を 見送る 職 M たちの 
n 前で •» メ— トルも行かない ぅ 
ちにまたもや悦探してしまつたの 
である"これには*さすがに 睬 の 
力が抜けた"今となって<1笑い括 
である。 

当時の立川 駅 北 IJ 広場には 街頭 
テレビが®かれ•いつも規山の人 
だかりだつたという•相 «中親 や • 
•力 道 山，の空手チョップが 白熱 
していた頃である • 
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真如苑だより 

a 功の^公 la のが今 f 
見事に咲きました-佗吹吉の 
中でたちが無心に进んで 
い it . ft 守るお母さんたち 
の«1明れゃかです* 

〇ときめ* v ^ frn * う f お 
ile にお出かけ下さい* 

■ m 時 4 2 rlo 0( i ) 

f f 後2時— 4時 
■ W 本* • K 如1物綰を a じ 
め-〇して映角など雄りだ < さ 
んの用意が L てございます • 

■立川市 E {成人)(:限らせ 
て«きます • 

■お申し込み 

I は「えくてび 

• n ンパ 
ニォン本 - i 

ltf-»lLt < 
j れた人> へ_ 

H 房势 6 P 

•街が何か明るく®じたので•ま 
わリも』兄渡して A ると•キラキラ 
とひかつたス—ツや制 W を^た新 
入社 ft や斯入学生が • UJ の*ちら 
こちらにあふれていました♦わが 
掛にも早々とこんな李節がまい〇 
ました • 參存 らしく、 Ilf しい装い 
を*しむリフす—ムファ，シ3ン 

か行われら代 fe 小峰さん H く「•押 

入れに{玉あり％*いものをちよつ 
と手を人れればステキな装いがで 
さますよ j ヒのことである .參年 
令や%女を W1 わない•だれで& 
来るスポ—ツといえばやはり•マ 
ラソン•でしよう•初める切つ掛け 
U さ i ざまだが•ランナ—が口典 
を介わせたように S うことは"^ 
しい m •である•走つてみなさゃ眛 
わえぬ t ののようです • 參行 手 E 
K また五尺飛びえくてびあん* 

<*»: 石 arK 連 e »!& 子十 nl « l ;_3 ii 子 
m 川 ««♦*: 子率^ H 仏囅9^子 
へ 1 TJI } 芡&欢霣 I 事在田 Eil 
スタジオ 3 SOT 


Rpirxvr びあん 5 R 蓉 m 

昭和穴十三年四 A IB 発行 
発行所えくてび あん«逢 エ淠 
轚系邯 立川 市 !! f *! srij 2- 4 *|| 
フ浐インビルディング 3 F 
鬈餘 0 四二五 | 7|10082 
« 簟人 立 #啓 介 
発行 人沖 ? f » 男 
印！ 5 所 株式会社 立川印 W 所 
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出 fi 前の 早朝 マラソン「附 以外 
の： n はお：止月も走ります j とは* 
砂川7丁目の阿郎壮113ん_きつ 
かけは， tL ^ w 座つていることが 
多く足か弱くなるからとか* t ): 川 
マラソンも1度も休まぬ«勤贫= 


ご II 人の^^を持つているより 
走つたほぅが楽しそぅと、第 51EI 
よリ出 5T これがやみつさとなり 
槻会があるごとに走り出した•つ 
いには •• ニュ — 々レドニア RI 際マ 
ラソン，まで速征という mM さん • 




春® ぅらら か、 3月13日(8:' 、 
総勢約 2700 名の出場により 
立川マラソン別が始まつた。 

9時20分スタ—卜の3キロ^® 
切りに5キロ"ハ—フと日ごろ 
敏えた足を存分に披 S された。 


高血££«のリハビリで走リ始め 
て1]年•一分走るの4かつたと 
か何でも好きになるまでやらな 
きゃだめだ」と雨にも芏にも ^ H 
走リ较けてきた* 71 才とはとても 
兄え f いやあ、お蓊い • 
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出垛三回目。親しい人の痫氕を 
きつかけに「何でも興味を持つた 
ら•その時にやろぅ j と決心•以 

* •マラソン•汕狯•生花ヒ W 1 

w * ft えている。今：：：も M 邪をおし 

ての出場で兄**完4/ 
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立川市と立川 U フ KIZJ 友の会の主催によ0「第7回 , J 

フオ—ムフ?ツシヨンシヨー」が M かれ e *64 点もの作 

§入れ：® C 0 立ち替00披 B され' その中から実甩的 

でおもしろいリフォ|6べスト10を次のょぅに«遒_ 

皆様もひとつこんな U フ K — ムはいかがです。 





〇立川クイズ* ™ 

0 ご存知•昭和記念公困“お；： 
必 しもお？れもせぬ立川の名所 - JI -- 
办 であります-全面才—ブンは一 
w i だ先の寧ですが•すっか9 ? 
0出來あがる と* なんと日比谷 i 
JC - 公 Hi の？ m の 広さになるので ^ 
| すよ•さて•われらが K 念公 MVOO - 
M M •いったい 日比谷公 BI のい ^ 
h くつ 分になると思いますか • 分 
03 ©7 

ニー 代职及 \ 高田文夫 
(昭和三十 iH - 月1 

晒和 三二 年二月} 

荊回は呪駅》の^^良¥氏にご 
登場顧ったが•今一:よリ • |二 4 ； 
の热田駅 fc から!^史を U 1 ってご紹 
介することにしたい•初代の 
中岛祕太郎氏か，水良平氏まで、 
四十名の Kfi が就任しているが， 
«念ながら'既に肀»:近くの方が 
亡くなられており•高 m 駅艮は* 
今网ご g 場いただく駅^のなかで 
は M も.!1-い方である*そのお站し 
の中から、:4:川 R の鞭史がチラリ 
と，*けるよぅな X がする • 
「当時はね •三二〇人も の職 ft を 
抱えていたんですよ。」 と • 高出氏 
aiitt する • 

立川駅 ： T ^^• i l r 梅武探 
の地点として•古くから 
货物 js - I ドを ff し •旅 i 送の営 
震関係の他に • » 卓入換や櫟 ra 币 
价換え等の W 内作業に携わる多く 
の職 fi がいた"しかし，货物蝙送 
の? f しい斜 FS 化と•八 rt 理化による 
人 ftslr ヤード哚止等で年々減 


浮世 sr 秋川派末裔故伊東深水 
€伯の門下生中， r . lli の衣鉢を樾ぐ 


少の一途を迎9•昭和六卜二年四 
H 视在では • 肀数以下の一四八名 
を ft えるに至つている。 

昭和三十 f 時は•米軍基地の 
搰>£路铉協に伴ぅ砂利：2送で • 货 
枸^ -1 ドは•日中•てんてこまい 
だつた。砂利を？ Itt した ft 申を* 
一: n に三00.1:も、引込線を使つ 
て「立飛」へ運んだ， 



空 W に一字神入^^みょ • 

五風 ■雨 
■行方 正 
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吹 V ) かおこち W ぎ H 
き变 I 仕れ 」 W てが 
* « ' 璣が* • I あ 
ん にあで な I 保ま 
て • m ， そ a う t 
しネけるな う （4(しし 
まんな' かでのとう 
う 4 j ' *： い先いま 
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